
 

５
月
の
総
会
に
お
い
て
環
境

ま
ち
づ
く
り
会
議
の
体
制
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。 

会
長 

 

内
村
忠
久
氏 

副
会
長 

二
ノ
宮
小
百
合
氏 

副
会
長 

石
本
勝
彦
氏 

  

私
は
、
平
成
１９
年
５
月
２６
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
定
期
総
会

に
お
き
ま
し
て
、
会
員
の
み
な
さ

ま
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
、
こ
の

会
の
会
長
と
い
う
大
役
を
引
き

受
け
る
こ
と
と
な
り
、
改
め
て
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。 さ

て
、
こ
の
会
は
、
入
間
市
内

で
生
活
や
事
業
を
営
む
市
民
、
事

業
者
、
民
間
団
体
と
行
政
が
つ
な

が
り
、
お
互
い
に
協
力
・
連
携
を

し
な
が
ら
、
「
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
入
間
市
」
を
築
い
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
会
の
活
動
の
基
本

と
な
る
も
の
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
環
境
に
配
慮
し
た
自
発

的
な
取
り
組
み
で
、
身
近
に
で
き

る
こ
と
か
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い

行
動
の
輪
を
家
庭
、
学
校
、
地
域

や
職
場
な
ど
に
、
広
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。 

今
後
、
こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
入
会
い
た
だ
い
た
約
４
０
０

人
の
会
員
の
み
な
さ
ま
と
一
緒

に
な
っ
て
、
活
発
な
意
見
交
換
や

活
動
に
よ
る
汗
を
流
し
な
が
ら
、

こ
の
会
の
運
営
及
び
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

微
力
な
が
ら
努
力
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

関
係
者
の
方
々
の
暖
か
い
ご

指
導
と
、
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
「
入
間

市
」
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
市

民
、
事
業
者
、
民
間
団
体
お
よ
び

市
が
お
互
い
に
協
力
し
合
い
な

が
ら
「
入
間
市
環
境
基
本
計
画
」

を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
、
平
成

１３
年
７
月
に
設
立
さ
れ
た
『
入
間

市
環
境
ま
ち
づ
く
り
会
議
』
の
会

員
数
は
１１
月
現
在
４
１
５
名
と

な
り
ま
し
た
。 

運
営
委
員
は
会
長
１
名
、
副
会

長
２
名
、
メ
ン
バ
ー
１７
名
で
構
成

さ
れ
、
入
間
市
環
境
ま
ち
づ
く
り

会
議
と
し
て
の
体
制
は
、
現
在
２

つ
の
委
員
会
と
３
つ
の
部
会
が

あ
り
ま
す
。 

総
務
広
報
委
員
会 

会
報
の
発
行
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
。 

事
業
推
進
委
員
会 

環
境
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
・
環
境

大
賞
・
環
境
学
習
会
な
ど
。 

委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
運
営
委

員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。 

   

み
ん
な
の
ご
み
部
会 

ご
み
ひ
ろ
い
隊
・
生
ご
み
堆
肥

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
。 

地
球
温
暖
化
防
止
部
会 

エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
推
進

な
ど
。 

水
と
緑
の
部
会 

水
と
緑
の
提
言
に
関
わ
る
現

地
調
査
な
ど
。 

部
会
メ
ン
バ
ー
は
会
員
で
構

成
し
て
い
ま
す
。 

 

７
年
目
に
入
り
会
長
も
変
わ

り
、
気
持
ち
も
新
た
に
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
く
、
部
会
の

メ
ン
バ
ー
不
足
、
会
費
無
料
を
ど

う
と
ら
え
る
の
か
、
な
ど
運
営
委

員
メ
ン
バ
ー
も
悩
み
な
が
ら
、
で

も
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 
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新
し
く
な
り
ま
し
た 

新
会
長
あ
い
さ
つ 

新
し
い
運
営
体
制 

二
ノ
宮
小
百
合 

副
会
長 



 

平
成
１７
年
か
ら
始
め
た
Ｎ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
生
ご
み
堆
肥
化
）

は
、
先
ず
最
初
に
Ｎ
１
（
家
庭
の

生
ご
み
を
分
別
す
る
実
験
）
を
実

施
し
た
。
こ
れ
は
メ
ン
バ
ー
が
自

宅
で
エ
コ
パ
ラ

ダ
イ
ス
ペ
ー
ル

と
い
う
バ
ケ
ツ

を
使
用
し
、
家

庭
内
の
生
ご
み

を
分
別
す
る
。
こ
の
結
果
、
家
庭

か
ら
出
る
可
燃
ご
み
は
約
半
分

程
度
に
な
る
こ
と
が
判
明
、
そ
の

他
臭
い
だ
と
か
、
バ
ケ
ツ
の
取
扱

い
な
ど
で
十
分
な
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
継
続
と
し

て
Ｎ
２
（
家
庭
の
生
ご
み
堆
肥
化

実
証
試
験
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
入

間
市
内
の
牛
沢
地
区
の
２０
世
帯

に
方
々
に
協
力
を
頂
き
、平
成
１９

年
度
に
４
ケ
月
間
実
施
し
た
。
生

ご
み
の
収
集
か
ら
運
搬
、
剪
定
枝

を
混
ぜ
堆
肥
化
す
る
と
こ
ろ
ま

で
実
施
、
そ
の
結
果
参
加
さ
れ
た

２０
世
帯
の
９０
％
の
方
か
ら
可
燃

ご
み
が
３０
～
５０
％
減
量
し
た
と

の
報
告
が
あ
り
、
又
、
殆
ど
の

方
々
が
ご
み
減
量
の
た
め
に
は

多
少
臭
い
等
が
あ
る
と
し
て
も

「
意
義
あ
る
こ
と
」
と
の
評
価
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
部
会
で
は

更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
Ｎ
３

（
参
加
世
帯
２
０
０
～
３
０
０

世
帯
）
を
目
指
し
て
計
画
中
、
ぜ

ひ
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い

い

た

し

ま

す

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
本
多
進 

記
） 

 
 

  

水
と
緑
の
部
会
は
、
市
民
の 

 

水
と
緑
の
部
会
は
、
市
民
の
立

場
で
入
間
市
の
水
と
緑
の
環
境

を
保
全
・
再
生
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
、
毎
月
第
２
木

曜
日
の
夜
間
（1

9
:
0
0

～2
1
:
0
0

）

に
入
間
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

で
定
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
入
間
市
の
水
と
緑
に
関

す
る
計
画
、
川
の
自
然
再
生
な
ど

に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。 

今
後
、
入
間
川
・
霞
川
な
ど
の

調
査
を
行
い
、
入
間
市
の
水
と
緑

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
向
け

て
の
具
体
的
な
施
策
提
言
に
結

び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

会
員
の
み
な
さ
ま
の
積
極
的

な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

（
木
内
勝
司 

記
） 

 

 

待
っ
た
な
し
！ 

 

地
球
温
暖
化
防
止 

 

今
年
「
地
球
温
暖
化
防
止
部

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ

ー
は
常
時
５
～
８
名
程
度
、
テ
ー

マ
は
様
々
、
今
年
の
６
月
に
太
陽 旧サンクチュアリ付近の入間川 

エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

に
取
り
組
む
地
球 

温
暖
化
防
止
部
会 

計量用はかり 

回収用

大型バ

ケツ 

各家庭の
生ごみバ
ケツ 

記録用紙 １
週
間
た
め
た
生
ご
み
を
集
積
所
で
大
型
バ
ケ

ツ
に
移
し
て
い
る
と
こ
ろ 

生ごみの分別回収実験 
 

協
力
業
者
に
よ
る
生
ご
み

の
回
収
風
景 

各
部
会
か
ら
の
報
告 

生
ご
み
の
堆
肥
化
に
挑
戦
す
る 

み
ん
な
の
ご
み
部
会 

活
動
を
開
始
し
た 

水
と
緑
の
部
会 



光
発
電
の
街
、
群
馬
県
太
田
市
に

あ
る
「
パ
ル
タ
ウ
ン
」
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
７
０
０
戸

の
住
宅
の
内
５
５
０
戸
が
太
陽

ソ
ー
ラ
ー
の
街
で
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の

補
助
金
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
最
近
の
部
会
の
活
動
は
、

一
般
家
庭
か
ら
の
出
る
Ｃ
Ｏ
２

が
３７
％
増
加
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
て
「
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
目
指
し

た
活
動
を
計
画
中
で
す
。 

（
本
多
進 

記
） 

 

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
実
現
に

む
け
て
、
全
て
の
事
業
活
動
に
お

い
て
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す

る
取
り
組
み
を
徹
底
し
、
人
と
人
、

人
と
自
然
が
向
き
合
え
る
豊
か

な
未
来
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

２
年
前
に
所
沢
エ
リ
ア
の
支
店

を
こ
の
入
間
市
で
立
ち
上
げ
る

事
と
な
り
、
こ
の
言
葉
通
り
の
活

動
を
し
て
い
こ
う
と
決
め
て
い

ま
し
た
。
社
会
の
貢
献
、
地
域
美

化
活
動
と
し
て
の
、
入
間
市
環
境

ま
ち
づ
く
り
会
議
（
ご
み
ひ
ろ
い

隊
）
へ
の
参
加
、
埼
玉
県
河
川
砂

防
課
の
水
辺
の
里
親
（
不
老
川
の

環
境
維
持
・
保
全
活
動
）
、
そ
し

て
、
彩
の
国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト

（
道
路
環
境
清
掃
美
化
活
動
）
と

毎
月
忙
し
く
、
で
も
楽
し
く
が
ん

ば
っ
て
お
り
ま
す
。
普
段
、
車
で

し
か
通
っ
て
い
な
い
道
を
ゴ
ミ

拾
い
し
な
が
ら
歩
く
事
で
思
わ

ぬ
発
見
や
人
と
の
交
流
も
生
ま

れ
て
き
ま
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
総
務
課 

渡
邊
賢
二 

記
） 

   

                            

                            

環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
⑦ 

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社 

所
沢
支
店 

入間市環境大賞候補者推薦のお願い 
 

入間市環境まちづくり会議では、市内の環境活動をより一層推進するため、市内の環境の保全及び創造

に著しい功績のあった個人、団体および事業者に対する表彰制度を設けました。 

記念すべき第１回の受賞者は、個人が、不老川流域川づくり市民の会の会長やさとやま探検隊の隊長と

して入間を舞台とした市民と自然とのふれ合いの場を提供し続けている相馬和彦さん。団体部門では、長

年にわたり不老川流域における環境保全活動を実施している“入間市不老川をきれいにする会”が受賞し

ました。 

今年度も私たちのふるさと入間の環境に貢献した個人や団体を表彰致します。環境まちづくり会議では、

皆さまの推薦をお待ちしております。 推薦の締め切りは、2008 年 1 月 11 日（金）です。 

連絡先：入間市環境まちづくり会議事務局（入間市環境経済部環境課）宛て 

   〒358-8511 入間市豊岡１－１６－１ 

   電話：０４-２９６４-１１１１（内線１２４１、１２４３）、FAX：０４－２９６５－０２３２ 

太陽ソーラーの街並み 



 
 
 

 

地
球
の
存
続
に
協
力
し
老
後

の
生
活
の
安
定
を
築
こ
う 

 
 

今
、
地
球
規
模
で
騒
が
れ
て
い

る
温
暖
化
、
一
人
一
人
で
考
え
て

即
、
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
私
事
で
す
が
こ
の
問
題
に

取
組
み
二
十
数
年
前
よ
り
考
え

て
き
ま
し
た
。
個
人
の
家
か
ら
Ｃ

Ｏ
２
ゼ
ロ
を
目
標
に
太
陽
光
発

電
、
風
力
発
電
、
太
陽
熱
利
用
に

向
か
っ
て
前
進
中
で
す
。 

 

現
在
、
太
陽
熱
温
水
器
は
二
台

を
使
用
し
て
お
り
、
家
庭
内
の
お

湯
と
し
て
使
用
、
四
月
か
ら
十
月

ま
で
の
七
ヵ
月
は
ガ
ス
、
灯
油
の

使
用
量
は
ゼ
ロ
で
す
。
ま
た
、
５
．

４
Ｋ
の
太
陽
光
発
電
所
と
し
て

店
と
教
室
、
倉
庫
の
電
気
と
し
て

利
用
し
て
お
り
、
来
年
度
は
光
熱

費
ゼ
ロ
を
目
標
と
し
資
金
の
調

達
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。
来
年

は
満
七
十
歳
の
古
希
、
減
収
は
間

違
い
な
く
、
体
力
の
衰
え
も
明
白

で
す
。
老
後
は
光
熱
費
と
Ｃ
Ｏ
２

ゼ
ロ
、
そ
し
て
オ
ー
ル
電
化
に
よ

る
安
全
性
の
向
上
、
太
陽
光
発
電

で
電
気
代
が
生
活
費
の
一
部
と

し
て
使
用
で
き
る
ま
で
に
と
考

え
て
い
ま
す
。
又
地
球
の
温
暖
化

防
止
に
貢
献
し
悠
々
自
適
の
余

生
を
送
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
採
算
性
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま

だ
問
題
が
あ
り
ま
す
が
四
年
間

の
経
験
か
ら
今
後
そ
の
時
代
が

や
っ
て
く
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。 

 
 

（
雨
宮
忠
男 

記
） 

     

会
員
の
声 

～～～編集後記～～～ 
 
 人が生きて行くには、環境破壊がついてまわります。

朝起きて電気を点け、お湯を沸かし、顔を洗い、また洗

濯・掃除等々、今までは普通に行っていた一つ一つが、

環境破壊とは気づかずに生活していました。それが、電

気・水・ガス等の使用が少しずつ環境に影響を与えてい

たとは・・・。 
 以前にディーゼル車の排気ガスが問題になった事も思

い出しましたが、ガソリン車でも化石燃料使用・排気ガ

ス・熱の放出等様々な環境に与える影響があります。 
 この企画に参加し、今までと違う意識あるいは見方で

「地球のあり方・環境」というものをより一層考えるよ

うになりました。家庭や職場においても、節電・節水等

の必要性を自信を持って話せるようになり、今後の入間

市・日本・地球というモノの大切さを説明できるように

努力したいと考えます。 
（田崎 修司 記） 大豆油インキ「ＳＯＹＩＮＫ」を使用しています 

この広報誌は古紙配合率１００％の再生紙を使用しています。 

事務局：入間市役所環境経済部環境課 
住所：〒358-8511 入間市豊岡 1 丁目 16 番 1 号 
TEL：04-2964-1111（内線 1241,1243） 
FAX：04-2965-0232 
E-mail：ir210100@city.iruma.lg.jp 

埼玉県環境整備センターの 
見学に一緒に行きませんか！ 
 
日時：２００８年２月１２日（火） 
参加対象：一般市民 
参加費：￥１５００円（昼食代等） 
見学場所： 
  ・環境整備センター内 

・オリックス資源循環（株） 
  ・（株）エコ計画 
 
主催：入間市環境まちづくり会議 

みんなのごみ部会 
 

詳細は、１月１日の市報に掲載 
します。 

環境まちづくり会議の主な活動記録 
（２００７年２月～１１月） 

・ ２月：さやま環境市民ネットワークとの交流会 

・ ３月：新たに２部会が発足 

 （水と緑、地球温暖化防止） 

・ ５月：第７回総会 

（入間市環境大賞表彰、新体制発足） 

・ ６月：環境展に参加 

・１０月：簡易包装・ 

マイバッグ推進キャンペーンに参加 

・１１月：環境ウォーキング開催 


